
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 ４月に実施した「サケの稚魚放流」、６月に実

施した「石垣さんのサケのお話」を学習した子ど

もたちは、機関庫の川の不思議を探しに、ライフ

ジャケットを着用し、網やケースを持って、機関

庫の川に出掛けました。たくさんの魚やザリガニ、

虫を見つけた子どもたちは、とても楽しみながら

川の活動に取り組むことができました。 

また、機関庫の川がきれいな川であることを確

かめるため、水生生物調査に取り組み、ヒラタカゲロウやナガ

レトビケラ、カワゲラを見つけることができました。 

水質検査を実施した際には、３種類のパックテスト（COD・

NH４・PH）を使い、「きれいな水」かどうかの確認をするこ

とができました。この週はあいにく熱中症警戒アラートが発

令し、機関庫の川の水をセンターホールに持ってきて実施す

ることとなりました。 

慣れない実験に苦労しながら

も、きれいな水だということを知

った子どもたちは、新たな疑問や

意欲をもって取り組もうとする

意欲的な姿勢を見せていました。 

 

～機関庫の川の虫や水を調べた感想～ 

・グループで２９ひきの水生こん虫を見つけました。名前がわからない虫を見つけたので、く

わしく調べてみたいです。また動きもよくかんさつしてみたいです。 

・きかんこの川には、水生こん虫をふくめてたくさんいることがわかってびっくりしました。

水生こん虫は何を食べているのか気になりました。 

・ほかの川もすいしつけんさで調べて、きかんこの川とくらべてみたいと思いました。きかん

この川がきれいな川でよかったです。 

・きかんこの川がこんなにきれいだから生き物がたくさんすんでいることがわかりました。今

度は、川のながれについて調べてみたいです。 

・川の生き物もふんをしているのに、どうして川の水がきれいなのかふしぎに思いました。 

・どんなにあつい日も、川の水温があまりかわらないことにおどろきました。 
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